
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 ２        ビーズの紐通し 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇見本と自分の手元を見比べて、

同じ色や形のビーズを選ぶこと

ができる。 

〇手指を協調させて、ビーズを紐

に通すことができる。 

〇集中して課題に取り組む。 

〇見本カードを児童が見やすい位置に提示し、必要

に応じて、「次は何色？」「形はどっち？」など見

本と見比べるよう言葉かけをする。 

〇完成したら、一緒に見本を見比べて確認する。 

〇はじめは、色や形ごとに分けられた容器から必要

なビーズを選んで取り、慣れてきたら、すべてビ

ーズを一つの容器に入れ、その中から必要なビー

ズを選ぶことで、難易度をあげていく。見本カー

ドも同様、色々な形や色を組み合わせて物を提示

することで難易度を調整していく。 

自立活動 

環境の把握  

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 １ ドーナツをいれよう 

指導目標 指導方法 

６区分（複数可） 〇コミュニケーションをとりなが

ら学習することができる。 

〇ルールを理解して、活動すること

ができる。 

〇選んだものを決められた場所に

入れることができる。 

〇数量に興味をもつことができる。 

〇手指の操作性を高める 

やり方 

① 片手でトングを使い入れる（箸へ通じる練習） 

② ふたの開け閉め（片手で押さえて、片手で開ける） 

③ 数字、数えながら入れる 

④ 買い物ごっこ 

・ストロベリーください。チョコレートくださいと

やり取りしながら指示を聞いていれる。 

⑤ 入れ終わったら「できました」報告。 

【自立活動】 

人間関係の形成 

心理的な安定 

身体の動き 

環境の把握 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 ２ 正しく置こう 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇見本と見比べながら物の位置関

係を捉える力をつける。 

〇見本と見比べたり縦横などの配

置を確認したりすることで、目を動

かしながらよく見る力をつける。 

〇「できました」と教員に報告する。 

〇空欄のマスには図形を置かず、課

題の終わりを自ら判断する。 

〇見本を提示する。 

〇見本の配置と同じように図形を置いていく。 

〇できたら「できました」と教員に伝える。 

 

〇マスの数を変えて課題の難易度を調整しな

がら行う。 

〇図形のバリエーションを変えることで課題

の難易度を調整することもできる。 

自立活動 

環境の把握 

コミュニケーシ

ョン 

学部 学年 教材名 

小 ４ 輪ゴムかけ 

指導目標 指導方法 

６区分（複数可） 〇目と手の協応を高める。 

〇見本と同じ形を作ることで、位

置関係や図形の特徴を正しく捉え

る力をつける。 

〇輪ゴムを一本渡し、同じ形を完成させる。 

〇慣れてきたら、児童が見本を見て形を完成させ

る。 

〇完成したら教員に「できました」の報告を行う。 

自立活動 

身体の動き 

環境の認知 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 4-6 基本図形のリベット教材 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

・操作の先を目で捉え、よく見て

入れる。 

・順に入れ、リベットをたどって

形にきづく。 

・物のやりとりを行うことで、相

互的な人間関係を形成する。 

①〇の形から行う。さしてある状態を見せ、一

緒にリベットを抜いてお皿に入れる。 

②一つひとつ「はい」と言って手渡しする。どの

ように入れるのか観察する。 

③連続的に入れようとしたら、時々手を止めて、

視線を合わせたり、「ください」という要求表

現(サイン)を促したりする。 

④全部の穴に入れたら、一緒にリベットの頭を

指でたどり、形のイメージを作る。 

・環境の把握 

・コミュニケー

ション 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 ４ タングラム 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

・手と目の協応動作の

向上 

・空間認知力の向上 

・考える力、創造力を養

う 

・達成感を味わいなが

ら集中力を養う 

 

① 見本カードを見ながら同じ形を作る。 

・パーツを組み合わせて形を作ることで、図形の向きや位置を考え

る力をつける。 

・小さなピースを動かすことで、手先の運動や操作性、コントロール

力をつける。 

② 言葉カードから自分で考えて形を作る。 

・本児の好きな「車・猫・船」等、考えながら自由に形を作る。 

※簡単な形から難しい形まで発達段階や心理状態で調整できる。 

自立活動 

・心理的な安定 

・環境の把握 

・身体の動き 

・コミュニケーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

小 ５ 位置把握 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇見本と見比べる過程で、縦、横

に視線を走らせることで、物の位

置関係を捉える力をつける。 

〇教材を介して、教員の教示に注

目したり、合わせたりする姿勢を

つくる。 

〇縦の場合、左側に見本（絵カード３枚）を提示

し、児童は、右側の枠に見本と同じ位置で１枚

ずつ絵カードを貼る。終わったら、一緒に見本

と見比べて確認する。 

〇絵カードの枚数を増減したり、縦だけでなく、

横など提示の方向を変えたり、空きマスを作っ

たりすることで難易度を調整していく。 

自立活動 

環境の把握 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

中学部 1年 追いかけっこライト 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇集中して焦点を合わせる。 

〇動くものを目で追いかける。 

〇教師と生徒がそれぞれ違う色セロハンのついたラ

イトを持ち、教師が先にどこか１か所を照らす。生徒

は同じ場所に自分のライトの光が当たるように照ら

す。 

〇教師のライトが動いたら、児童もその動きに合わ

せてライトを動かす。 

（二人のセロハンの色が混ざり合えば合格！） 

環境の把握 

身体の動き 

学部 学年 教材名 

中学部 1年 マグネットウォールゲーム 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇視野を広げ、指定の色や数字を探

す。 

〇視覚情報をもとに、手（指先）や体

を動かして磁石を外す。 

〇壁掛けサイズのホワイトボードや教室のホワイトボ

ード（黒板）に番号や色がバラバラになるように磁

石を貼り、教員の指示通りに磁石を外す。 

（例：数字の小さい順、□色の磁石だけ、□色の△

番、□色だけ小さい順等） 

〇教室のホワイトボードや黒板で行うときは、生徒の

実態に応じて磁石を貼り付ける範囲を広くすること

で、周辺視野を鍛えることができる。 

環境の把握 

身体の動き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

中学部 １年 ぱっくん（ぽんぽんキャッチ） 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

・指先や手指の動きを使って、物をつ
まむ・離す動作を行う。 
・色を見分け、指定された色のボー
ルを選ぶことができる。 
・教師や友達とのやり取りを楽しみな
がら活動する。 
・順番や、ルールを守って活動に参加
することができる。 
 

・「赤を食べよう」「青を 2個食べよう」などと指示
し、ポンポンボールをつかんで箱の中へ入れる。 
・生徒の実態に応じて、色・数・大小・左右などの条
件を変えて活動する。 
・言葉での表出が難しい生徒には、見本や色カード
を提示しながら取り組めるよう支援する。 
・成功した際には大きく褒め、意欲的に繰り返し取り
組めるようにする。 

①健康の保持 
③人間関係の形
成 
⑤身体の動き 
⑥コミュニケー
ション 

学部 学年 教材名 

中学部 １年 様々な道具を使い、ねじをまわそう 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇ねじ山に合う道具を選び、適切に

使用することができる。 

○わからない時や困った時は、支援

要求をすることができる。 

○手先の巧緻性を高める。 

○サイズの違いを理解して、ボルトを

はめることができる。 

○生活経験の幅を広げる。 

○手で閉められるボルトを用意して、教材のやり方

を理解できるようにする。 

○ねじ山に合うものやサイズが合うものを用意し

て、サイズが合わない経験をすることで、支援要求

できるようにする。 

○複数あるねじの種類を用意することで、将来的

に、家具等の組み立てで困ることなく道具を選択し

組み立てられるようにする。 

人間関係の形成（1）

（2） 

身体の動き 

（1）（3） 

コミュニケーション（2）

（3） 



 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

中学部 ３ 色分けボールキャッチ 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇集中力を養う 

〇マッチング、ビジョントレーニング、

目と身体の動きの協調性を高める。 

〇スロープ(木製の仕切りがあるもの)に赤や青の

色がついたポンポンボールを実態に応じて転がす

速度や個数を調整しながら取り組む。転がってきた

ポンポンボールを(生徒が)同じ色の紙コップでキャ

ッチする活動である。 

〇実態によっては「次は青が来るよ」と事前に色を

指定したり、紙コップの色を１色だけに絞り転がって

くるポンポンボールを見極める活動にする。 

身体の動き 

環境の把握 

 

 

学部 学年 教材名 

中学部 2年 ストラックアウト 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇対象を注視し、ボールを投げる力

の加減を意識する。 

〇手指の巧緻性と目と手の協応性を

養う。 

〇ルールを自分たち相談して決める。 

 投球位置 得点の場所 順番 参加しやすくするた

めの工夫等 

〇投げる。投げられない生徒はいる場合は、落とす。 

※対象生徒によって床や壁できる。 

難易度を変えることができる。 

身体の動き 

環境の把握 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

中学部 １年 よく見て運ぼう 

指導目標 指導方法 

自立活動 

６区分（複数可） 

〇片手で左側の棒、もう片手で下段

の右側の棒を持って、キャップの位置

を合わせることができる。 

○棒を回転させて、ボールを下のキ

ャップに落とすことができる。 

〇ボールと同じ色のキャップにゴール

させることができる。 

○集中力の向上 

 

① 片手で左側の棒、もう片手で（下段の）右側の

棒を持って、キャップの位置を合わせる。 

※片手ずつで同時に合わせるのが難しければ、 

 ひとつずつ合わせてから、ボールを落とす。 

② 上下のボール（キャップ）の位置をあわせたら、

上段の棒を回転させてボールを下段のキャップ

に落としていく。 

③ ゴールまで来たら、同じ色のキャップにボールを

落とす。 

自立活動（心理的な安

定・環境の把握・身体の

動き） 

 

 

 


